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モニタリング項目
* ①～③は過去１週間合計

前回の数値
(4月6日時点)

現在の数値
(4月13日時点)

前回と
の比較

分析コメント

感
染
状
況

①新規陽性者数

総数
（人口10万人当たり）

3507人
(186.8人)

4646人
(247.5人)

総括
コメント

レベル５．感染が広範囲に拡大
しており最大限の警戒が必要

60歳以上
（総数に占める割合）

276人
(8％)

494人
(11％)

新規陽性者は人口10万人
当たり248人と増加。全ての年
代で増加し、60歳以上割合も
増加。高齢者施設等でのクラ
スターも継続的に発生。

若年層中心の流行から高齢
者へと波及していく傾向に注
意する必要がある。今後、GW
が近づく中で人流や都道府県
を越える移動が増えることが
予想され、更なる感染拡大を
懸念。体調管理含む感染対
策徹底と、高齢者等重症化リ
スクの高い方を守る行動を。

②圏域別
新規陽性者数

県南東部 1867人 2543人

県南西部 1363人 1619人

高梁・新見 26人 89人

真庭 17人 32人

津山・英田 226人 357人

潜
在・

市
中
感
染

③新規陽性者
における
接触歴不明者

数 922人
（調査中を除く）

1024人
（調査中を除く）

割合
（③/①）

40.5%
（調査中を除く）

36.9%
（調査中を除く）

医
療
提
供
体
制

④入院患者数
（確保病床における入院割合）

76人
(14％)

136人
(25％)

総括
コメント

レベル３．体制が逼迫しつつ
あると思われる

⑤宿泊療養者数 171人 171人 新規感染者数増加に伴って、入
院患者数・自宅療養者数、重症者
数が増加しており、医療機関の負
担感が増してきている。

⑥自宅療養者数 3426人 4180人

⑦重症者数 2人 5人

感染状況・医療提供体制の分析（4月13日時点） 【岡山県専門家有志】
（東京都統括コメント参照）

詳細


